
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四国運輸局と四国地方整備局は、高松サンポート合同庁舎において、「第１０回バリアフリー

推進四国地域連絡会議」を開催しました。 

この会議は、関係する施設設置管理者、当

事者団体、有識者、行政等が一堂に会し、バ

リアフリー法に基づく取り組みの現状把握、

課題の抽出、先進事例の紹介、対応方策の検

討や提案など、バリアフリー化の推進に向け

知見の共有を図るとともに、互いにより良い

協力関係を築き、連携してバリアフリー化の

一層の進展に寄与することを目的に開催して

います。 

 

交通バリアフリーニュース 

四国運輸局交通政策部消費者行政・情報課 第 47 号（平成 29 年 3 月 24 日発行） Page 1 

第 10 回 バリアフリー推進四国地域連絡会議を開催 

                                                ～香川県高松市～ 

日  時：平成 2９年 3 月７日（火）１３：３０～１５：３０ 

場  所：高松サンポート合同庁舎 ［低層棟２階アイホール］ 

出 席 者：徳島大学大学院 近藤光男教授、 

     近畿大学理工学部社会環境工学科 柳原崇男准教授、 

公益財団法人香川県視覚障害者福祉協会、 

      公益財団法人香川県身体障害者団体連合会、社会福祉法人香川県手をつなぐ育成会、 

      四国ろうあ連盟、全国脊髄損傷者連合会 香川県支部、 

一般社団法人日本発達障害ネットワーク、 

      四国旅客鉄道株式会社、四国鉄道協会、四国バス協会、 

四国各県バリアフリー担当者、高松市バリアフリー担当者 



 

 

 

会議には３２名が出席し、徳島大学大学院の近藤光男教授を座長に、全国バリアフリーネットワー

ク会議報告、行政の取り組み報告、四国運輸局優良事業者等表彰、意見交換などが行われました。 

意見交換では、昨年度の意見・要望に対する改善状況を報告した後、「視覚障がい者に対する駅ホ

ームでの声かけの徹底」「小規模駅のバリアフリー化の推進」「自閉症、発達障がい者が公共交通機

関を利用する際の見守りの実施」などの意見要望等が出されました。 

会議での意見・要望等は、今後のバリアフリー施策に反映していくとともに、ハードとソフトの両

面からのサポートが大事だということを再認識しつつ、さらに連携してバリアフリー化の推進を図っ

ていくことが確認されました。 

 

会議の冒頭には、会員を対象に、接遇スキル向上や、災害時避難誘導の仕方等、バリアフリー教育等

の実施に貢献された、日本旅館協会四国支部連合会愛媛県支部及び、ノンステップバスの積極的な導入

等、高齢者・障害者等の移動の利便性向上を図られている、ことでんバス株式会社に対し、福祉・バリ

アフリー対策への多大な貢献が認められ、優良事業者として四国運輸局長から表彰状の授与が行われま

した。 
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日本旅館協会愛媛県支部様への賞状授与 ことでんバス株式会社様への賞状授与 

障がい者へのおもてなし向上講習会の様子 高松市内を走ることでんバスのノンステップバス 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年１月３０日(月)、四国運輸局は、丸亀市立城南小学校において「バリアフリー教室・バス

の乗り方教室」を開催しました。 

教室には、城南小学校４年生９０名が参加。バスの乗り方教室では、琴参バス株式会社の協力を得

て、ノンステップバスを校内に持ち込み、整理券の取り方や料金表の見方など基本的なバスの乗り方に

ついて学習しました。 

また、バリアフリーに対応したノンステップバスの特徴を学習するとともに、車いす利用者のバス乗

降介助の実演体験やバス内部における固定方法を見学しました。 

バリアフリー教室では、社会福祉法人丸亀市社会福祉協議会職員の指導のもと、車いす利用者疑似･

介助と視覚障がい者疑似・介助の二つの体験を行いました。 

車いす体験では利用する人と介助する人の大変さを体験し、視覚障がい者疑似体験では目の不自由な

方の介助方法を教わり、アイマスクを着用して移動する困難さを体験しました。 

参加者は、講師の話を聞き実際に疑似・介助体験することにより、相手の立場を理解し協力すること

の大切さを学びました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バリアフリー教室・バスの乗り方教室を開催 
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丸亀市立城南小学校 （平成２９年１月３０日） 

車いす利用時のバス乗降介助実演 
視覚障がい者の疑似・介助体験 

 

バスの乗り方を学ぶ児童のみなさん 車いす利用者の疑似・介助体験 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 愛媛県バス協会（会長 清水 一郎）では、交通バリアフリー対策事業及び乗合 

 ・貸切バスの輸送改善対策の一環として、特定非営利活動法人「わをん」の協力を得て、同法  

 人が所有している高齢者疑似体験セット（シニアシミュレーター）を活用して乗務員等が高齢 

者の移動の困難さを理解し、輸送サービスの向上と安全性の確保に努めることを目的として、 

２００４年から交通バリアフリー疑似体験研修会を実施しており、今年度は、平成２９年１月２

４日（火）に南予地区、1 月 25 日（水）に東予地区、3 月 9 日（木）に中予地区においてそれ

ぞれ実施されました。 

教室には、各地区から、乗合・貸切バスの会員事業者の乗務員及び監督指導者等が参加。「わ

おん」の講師の指導のもと、高齢者疑似体験と視覚障害者体験、認知症サポーター研修が行われ

ました。 

  高齢者疑似体験では、脚やひざに重しを付けるほか、耳栓、ゴーグル、手袋等を付けること

で、お年寄りがバス利用時に感じる不自由さを体験し、視覚障害者体験では、アイマスクを装着

して、目の不自由な方が必要としているサポートについて考えました。また、認知症サポーター

研修では、認知症のあるお客様に対してどのような心配りが求められているかを確認しました。 

  参加した乗務員からは、「接遇について見直す機会となった」「体の不自由な方や認知症のあ

る方への理解が深まった」といった声が挙がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四国運輸局交通政策部消費者行政・情報課 第 47 号（平成 29 年 3 月 24 日発行） Page 4 

交通バリアフリー疑似体験研修会を開催しています 

～（一社）愛媛県バス協会の取り組み紹介～  

 

高齢者疑似体験（バス降車） 

視覚障がい者疑似体験（座席への案内） 
高齢者疑似体験（運賃支払） 高齢者疑似体験（バス降車） 



 

 

 

 

 

 

 

四国運輸局では、消費者ニーズや消費者行政上の課題を把握し、その結果を行政に役立てていくこと

を目的として公共交通機関の利用者等を対象にインタビューを行っています。 

 

 

   

今回は、障がい者対応の促進・改善に向けて、交通事業者と積極的に意見交換を行っている「特定非

営利活動法人 福祉住環境ネットワークこうち」理事長の笹岡 和泉さんと、とさでん交通株式会社経営

企画室の金子 賢二さんにお話しを伺いました。 

 

 

インタビュー  

福祉住環境ネットワークこうちでは普段どのような活動をされていますか。 

 

 福祉住環境ネットワークこうち（通称：ふくねこ）では、障がい者、高

齢者等が在宅で安心して暮らせ 

る福祉住環境整備に取り組む等、家だけでなく街も、誰もが利用しやすい

環境を整える活動をしています。  

普段は、常設のステーションで障がい者や高齢者等には車いす、シルバ

ーカーを貸し出したり、小さなお子様とお出かけする方にはベビーカーの

貸し出しを行ったりしています。また、ボランティアによるお出かけの付

き添いや、バリアフリー化されたトイレの情報の提供、ステーションでの

洋菓子販売を通じた障がい者の就労機会の提供等も行っています。 

 

 

 

 

平成２７年に常設ステーションが開設されてか

らは、交流の場としても使用されており、障がい

を持つ人の交流会や、童謡教室、手話カフェも定

期的に開催しています。特に童謡教室は大人気

で、小さなお子さんからお年寄りまで、多くの人

でステーションは毎回満員になります。 

また、県外や海外からの観光客も増加してお

り、情報面でバリアのある方もステーションに立

ち寄られます。そういった方に向けて、多言語の

観光案内の情報提供や、外国人の方への車いす、

ベビーカーの貸し出しも行っています。 
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消費者行政インタビュー 

市民と交通事業者で利用しやすい公共交通を考える （No.4４ ３月発行） 

福祉住環境ネットワークこうち 

理事長 笹岡 和泉さん 

 

タウンモビリティステーションふくねこ 



 

 

 

 

タウンモビリティとはどのような活動なのでしょうか。 

 

タウンモビリティとは、「タウン＝まち」「モビリティ

＝移動性」であり、障がいがあってもお年寄りになって

も、行きたいところに行ける、出かける自由をまもる取り

組みです。 

私たちの活動は、福岡県久留米市で取り組まれているタ

ウンモビリティを学ばせていただいたことがきっかけとし

て、平成２３年９月から高知市内中心部で始まりました。 

現在では、「タウンモビリティ運営委員会」を発足さ

せ、当ＮＰＯ法人、行政、専門職、商店街組合、障がい当

事者等、様々な立場の方が委員として参加し運営を行って

います。 

 

 

よりよい公共交通を目指して、とさでん交通と意見交換を始められたとのことですが、そのきっか

けについてお聞かせください。 

 

車いすでも乗車できるノンステップバスは、その導入車両数に限りがあるという事情で、車いすで乗

車する際は、前日までの予約が必要でした。その中で、予約をしたのにバス停に置き去りにされること

がありました。車いす利用者の中には体温調整が難しい方もいて、天候によっては命に関わる重大な事

態です。こういった出来事が何度か起こったことで、なんとか改善してほしいとの思いで、とさでん交

通さんとの意見交換の機会を昨年１０月にいただきました。 

意見交換後、とさでん交通さんは車いす利用の予約専用ダイヤルを開設したり、ホームページ上でサ

ービス向上のためのアンケートを実施したりと、今できることをすぐに行ってくださいました。 

 

利用者側も、悪いことばかりを言うのではなく、公共交通事業者が行っている良い取り組みに注目した

り、具体的な要望や提案を発信したり、こちらでできることをしていくことで、一緒によりよい公共交

通を目指すことが大切です。また、利用者が困っていることを訴える先がないとクレームへとつながり

ますが、「ここをこう変えていこう」「こうすれば良くなるのではないか」といったやりとりがあれ

ば、一緒によくしていこうという関係が作れると思います。 

 

今後の取り組みの展望についてお聞かせ下さい。 

 

 障がい者や高齢者に長く健康的に生き生きと過ごしてもらうために、行きたいところにどんどん出か

けてもらいたいと思っています。そのためには、まずは街までの移動手段の確保が必要です。私たち

も、交通事業者と連携して、よりよい移動について模索していきたいと考えています。 

 また、全国のタウンモビリティ活動の工夫を知り、高知はまだまだできる！と感じていました。これ

からも、民間、行政、一般が協力して、しっかりと話し合いをして、一緒によりよい街を作り上げてい

きたいです。 

 

 当初は、「移動」のサポートが活動のメインでしたが、ステーションという集う場所ができたこと

で、次々と新たな交流が生まれていきました。そして、ボランティアでサポートする側もされる側も、

対等な立場で支え合う関係をつくり、「お互いさま」の気持ちを学ぶ場にもなりました。私たちの取り 
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買い物付き添いボランティアの活動 



 

 

 

 

組みの最終的な目標は、そういった「お互いさま」の気持ちが街中に広がり、自然と助け合いが発生

し、タウンモビリティが必要なくなることです。 

 

とさでん交通さんにお聞きします。意見交換の結果、どのような点が改善されましたでしょうか。

また、今後、改善をお考えの点につきましてもお聞かせ下さい。 

 

意見交換の中で、車いす利用者の方から、「0570 の

ナビダイヤルは、予約のやりとりが長引いて通話料がか

かる」とのお声をいただきました。弊社では、車いすで

のご乗車の際は事前のご予約をお願いしており、電話で

のやりとりが必須となります。そのため、ご予約のたび

にお客様にご負担をかけるかたちとなっておりました。

そこで、車いすをご利用される方からの予約専用番号を

開設しました。通話料金が抑えられるのみでなく、専用

番号のためすぐにご予約と分かるので、余計なお手間を

とらせず、スピーディーな対応が可能となりました。 

 

 

また、笹岡さんのお話にもありましたが、車いす利

用のお客様からご乗車のご予約をいただいていたにも

関わらず、運転手にご予約の内容が伝わっておらず、

ご乗車いただけないといったトラブルがありました。

というのも、以前は、ご予約の伝達は口頭のみで行っ

ており、十分な情報共有がなされていなかったことが

原因です。こうした事態を防ぐため、予約の伝達方法

を改善しました。具体的には、専用の受付用紙を作成

し、ご予約を受けた際には記入した用紙を関係部署へ

回覧・引継後、担当のバス運転手に手渡し、車内に携

行するように徹底しました。 

 意見交換以降、予約漏れ等のトラブルはなくなり、お

客様からも「非常によくなった」とありがたいお声をい

ただいています。 

 

 今後の課題としては、人的サービスの向上が挙げられます。ノンステップバスの導入や、電停の改修

といったハード面の改善には時間と費用がかかり、お客様のニーズに十分にお応えするのは難しいで

す。しかし、乗務員への研修を通してサポートの向上を図ることや、弊社の駅（電停）は全て無人であ

り車いすでご利用の際には、事前にご相談をいただいた上で対応可能な場合は補助員を 1 人配置する

等、ソフト面でできることを確実に行うようにしていきます。 

 

バリアフリーには、施設や車両等の設備の改善や接遇の向上だけでなく、利用しやすい環境改善も

含まれると考えます。とさでん交通で導入されたバスロケーションシステム「バスこっち」の概要につ

いて教えて下さい。 
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とさでん交通(株)のみなさん 

“とさでんカラー”のバス車両 



 

 

 

 

まず、バスロケーションシステムを導入した背景として、長時間の「バス待ち」の問題がございまし

た。路線バスの運行は渋滞や道路環境により影響を受けやすく、お客様には「バスはいつ来るんだろ

う」「バスは通り過ぎたんだろうか」といったご心配をおかけしながらバスをお待ちいただいておりま

した。また、高知特有の雨風もあり、長時間の「バス待ち」はお客様に大きなストレスを与えてしまい

ます。 

 そこで、バスの位置情報を提供するサービス「バスこっち」を導入いたしました。これは、バス車両

に車載器としてスマートフォンを設置し、車載器のＧＰＳ機能を元にした位置情報と、各バス停を通過

した情報を、お客様のスマートフォン等の高機能携帯端末に提供するサービスです。 

 

 

仕組みとしては、取得された位置情報を、富士通位置情報クラウドサ

ービスを使用し、その情報を地図上にマッピングして、視覚的にわかり

やすく表示します。また、あわせてバスの運行情報も収集し、運行時

間、遅延情報など、運行管理においてもより正確なデータ収集が可能と

なりました。 

 

極力シンプルな作業で情報を取得できることを目指しており、バス停

を検索する際も、バス停の名前を直接入力していただくお手間はかけ

ず、マッピングされたバス停（出発地、到着地）をタップすると、自動

で経路が表示されるように

なっております。また、１

０秒に１回情報が更新されるため、お待ちのバスがどのく

らいの早さで近づいているのかを確認し、お待ちいただい

ている間の時間を有効活用することもができます。 
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（C）2015 富士通株式会社 

スマートフォンを搭載した車載器 

全系統、便ごとの運行データを管理 



 

 

 

 

スマートフォンをお持ちでないお客様においては、このサー

ビスを直接ご利用いただくことはできませんが、弊社にて路線

バス全ての運行データを管理しておりますので、お電話で当社

にお問い合わせいただいた際にはすぐにバスの位置や待ち時間

等の情報をご案内することが可能です。 

 

 また、災害時においても「バスこっち」は活躍します。大規模

災害が発生すると、各車両の車載器に避難指示が一斉送信され

る他、その後のお客様の安否確認機能を有しており、災害の初

期対応にも活用されます。 

 

 

 インタビューを終えて   

四国では、高齢化によりバリアフリーの重要

性が増す一方で、人口減少等を背景として交通

事業者の経営はますます厳しく、バリアフリー

化が遅延する懸念があります。  

このような状況の中で、交通事業者や行政だ

けが頑張るのではなく、市民や NPO も、交通

事業者や行政の取り組みについて情報提供や広

報を行うなど出来る限り応援を行い、一緒に利

用しやすい公共交通を考えていこうという取り

組みを今回取材しました。 

ともすれば、交通事業者が利用者から苦情・

陳情を一方的に受ける場面が多いですが、今回

ご紹介しました、ＮＰＯと交通事業者の意見交

換は、関係者間の「バリアフリー」に寄与する先進的な取り組みだと思いました。 

 

インタビュー実施日：平成２９年１月２０日（金）・聞き手：竹内、中村 
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〒７６０－００６４ 香川県高松市朝日新町１－３０ 

電話 ０８７（８２５）１１７４ 

FAX  ０８７（８２２）３４１２ 

Email: skt-Shikoku-shohisha@ml.mlit.go.jp 

みなさんからのご意見・ご投稿をお待ちしています。バリ

アフリーに関するものならなんでも結構です。四国運輸局

消費者行政・情報課まで、ＦＡＸまたはメールでお寄せく

ださい。 

このニュースは、交通バリアフリー関係の話題を中心に、四国４県自治体のバリアフリー関係

担当部署、交通事業者及び地域のＮＰＯの方にお送りしています。このニュースの配信につき

まして、配信先の追加、変更や停止をご希望される方は、お手数ですが本メールの返信機能で

ご連絡ください。 

四国運輸局ホームページも是非ご覧ください http://wwwtb.skt.mlit.go.jp/shikoku/ 

mailto:skt-Shikoku-shohisha@ml.mlit.go.jp

